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第49回　松之山スキー競技大会

スタート　緊張の一瞬

圃團回團 え・うちのおかあさん

おめでた（患生）

ゆか
慶書ちゃん　　高橋長生・恵美予さん

　　　　　湯本（趨海）

おくやみ（死亡）

1薫岸太郎一轡さん　95歳　湯　1滋（不老閣〉

嵩澤　ヤスさん86歳大麓戸〈苗代場〉

編療長次さん90歳　小　谷（上干場）

蕩澤スミ子さん74歳大荒戸〈営の脇〉

漿野　久平さん87歳　、と鍛池（勘　藏）

擁月玉露から覧湧雛揖までの届議分です．

率広報に載せてほしくない方は、屈出の蒋

に窓1濃こお謡ください。
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　　　　2月u三li親在
総人黙｝3，3蔦人〈一5〉

　男　　ま，6圭8人　（…2〉

　女　　玉，697人　（…3）

慰帯数　隻．王鍛廼（一の

　（〉内は渤羅との比較

町民憲章賛謬手，，53年7，輩難、彗建

わたしたちは松之i．匙1町幾です．郷士を愛し、

わたなべなおきくん

　　　東出く谷）

お父さんがユンボを運転しているのそ、おかあさんが箆て

いるところを描きました、

おかあさんの霧慧な料理は．ホットケーキです．本を読ん

でくれるので好きです。

みんなでよりよい町づくりをしよう．

町鍵の斜嚢
箋、美しい緑と霧の中で

　　心豊かな人になろう
1、プナの梢が触れ合うように

　　連俸の心をもとう

　　　　　王、湧嚢いづる湯象のように

　　翻造のカを出めよう

温泉定休臼
貯1温泉センター畑～3月まで

2月 姻248・欝営業時間

3月 4・”・唾8偽 10：00～21100

駄 瀦

◇τ月の患来事

6碧　鐡初め式

蔦鷺　婿投げ・すみぬり祭

268　スキーマスターズ大会

◇2月爲田～3月12藏の予定

王3翼　越後松之山豪露塾

　　　（握欝まで）

綴段　松難地区雪上運動会

28類　松之由地区雲上運動会

　　浦繊地鑑雪上運動会

3β　松之撫分校卒業式

4欝　3月定鋼議会

王三濤　松之山中学校率業式
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芸術家ホセイン。ヴァラマネッシュさんによる

ワークショッフ

越後妻有8万人のステキ発見キャンペーン

花のアドバイザー村由淳二さん

3

頚．屡．鱒～15　蜜斎：重男写真塾f妻：脊の小正月行事を

　　　　撮る」

　　　　ほんやら溺、鳥あな、季笛市、すみぬり祭な

　　　　ど撮影30人参癩

　簾．14～　ヂ小中学生5，000人の写翼騒動コ実施

　　　　中学校単位で、こどもたちによる地域のステ

　　　　キ発見活動

＊花のアドバイザーからひとこと

　村山淳』二さん（十霞簿甫．花むら）

　私は、婁創プラン「花の遵」事業で花のアドバイザー

に委嘱された村山淳』二です。今後地域の皆様方にお目に

かかる機会も多い事と思いますが、よろしくお腰いしま

す，、

　「花の道ま事業は柱民び）皆様方と私たちが一緒になって

プランニングし、県と連携を取壱｝ながら推進していく事

業で、地域の理解がなければ実規も継続もできるもので

はありません，、私は、そこに鷺往する人たちが長い問慣

才磯しんだ環境、賛き合ってきた植物等を＋分考慮しつ

つ、よむ）素敵な、墨づくりのためのアドバイスを心がけま

す、お互い理解を得られるよう大いに慧昆交換しましょ

う。どうぞ気軽に声をかけてください。

　この事業はプランニングがとても薫要です，、旺1嘘から

麹分の地域を十分観察し、薦辺がすばらしくなるような

夢を晃る習慣を持ちましょうのそして、もし構想がまと

まったら、それをぜひ私に聞かせてください億実現でき

るようにお手伝いします、でもrダメなものはダメ3と

辛臼で素‘）気ない一癖も持ち合わせていますので、その

，煮は悪しカ・らず…　　。

お問い瓜せ

　十ε1町地域広域事務組合企箇振興諜

　　丁狂L　（）257　－　57　－　2637

　　FAX（）257－57－2285
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芸術祭＆ステキ発見

　　　オープニングセレモニー

オープニングセレモニーに出席した

　　　　　　　　　　　糞野響子さん

花のワークシ鶉ップのようす

里創プラン通信翫3

　平成十年度から、越後妻有アートネックレス整備構想

に盛り込まれたソフト事業が本格的にスタートしていま

す。今囲これまでに取り絹まれた主な事業を写輿などで

ご紹分します。

◇実施した主なソフト事業

紛．フ．24　大地＆ステキオーフ。ニングセレモニー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（クロス10）

　　　　特溺ゲスト　萎．野響子／女優）700人が参翻

　7．29　里翻プラン・ステキ発見蒼都圏プレス発裏

　　　　　　　　　　　　　　　（東鎮・ネスパス〉

　　　　蕊都圏観光記癬クラブ会員など38社が参蜘

　8．蒙越後妻有8万人のステキ癸見募集開始

　　　　写真と享隠葉のコンテスト

　　　　　　　　　　　　応募締切今年7月3｝1璽

　8．婁　花と緑のフェスティバル’98

　　　　　　　　　　　　　　G・讃町毒昭和通袴〉

　　　　花鉢の販売、嵐花アレンジメント教室など、

　　　　4，000人の人串

　8．3～7第嘩画アート・ワークシ鷺ップ〈テーマ・鏡〉

　　　　アーティスト：ジ薄セッブ・マリア・マルティン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（スペイン）

　　　　5小学校・143入参擁、交流会（松代町犬伏）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　焉0人参撫

　　8、24～29第2園アート・ワークシ黛ップ

　　　　　　　　　　　　　　くテーマ・巣づくり＞

　　　　アーティスト：ホセイン・ヴァラマネッシュ

　　　　　　　　　　　　　　　　（オーストリア）

　　　　6会場・M6人参擁、交流会

　　　　　　　　　　　　　複・｛澱穣欝∫膏少年ホーム）

　萄。等7第1園花のワークショップ

　　　　　　　　　　　（十臼購市太田島集会所周辺）

　　　　袴田窟太郎さんを講師に、花の道のオブジェ

　　　　作成20チーム420人が参傭

　10乏4　第2園花のワークシ3ップ

　　　　　　　　　　　（｛荘蓬町毒太磁島集会所周辺）

　　　　太照島周辺の花の遵プランを作成nチーム・

　　　　　70人が参撫

　10．25第3園花のワークシ藏ップ（サンクロス十β町）

　　　　　立木泉さんを講農演こ、花のブ鷺一チを作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　30入参撫
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旬
予
定

串
込
み
続
必
要
な
書
類

　
①
入
艦
辮
込
書
（
役
場
建
設
謙
に

　
　
罵
慧
し
て
あ
り
ま
す
）

　
②
所
得
証
明
書
（
平
成
9
年
分
の

　
　
勝
得
羅
明
欝
）

　
③
灘
帯
全
貴
の
住
民
禦

入
総
串
込
期
閉

　
3
月
鰯
欝
ハ
月
）
～
3
月
2
6
鷺
く
金
）

ま
で
の
捻
β
問

入
艦
毒
の
選
考
方
法

　
　
入
贋
資
格
審
奮
後
、
申
込
潔
が

　
i
戸
を
超
え
た
場
禽
は
、
抽
選
に

　
よ
り
入
罎
煮
を
決
定
し
ま
す
。

お
悶
い
禽
せ

　
役
場
建
設
繰
建
設
係

　
僧
6
－
3
圭
3
5
（
内
線
5
2
）

町
営
住
宅
「
第
二
団
地
」
の
問
取
り

（
2
購
平
面
図
）

　　　　　む鱈

欝λ蝉λ　ホール

　　　　＼ピ
鰹協1　　　　小燃

納芦

洋劉く｝

揮入

孝磯

バルコニー

（
葉
階
平
面
図
）

　
　
　
鑛
宋
、
、
”
鎌
、
．
霞
』

鴇醗秘
繭
為課
　　i　　　　鋏
　手｝　 録

．箪趣
サンルーム　ll紳λ

シリーズ広域広報⑫

東頸城
　ふるさと見て渉記論

浦川原村

　　國指定天然記念物
　　　　ヂ虫州の大杉」

　
今
層
は
、
浦
綴
原
樗
か
ら
蟹
指
建

天
然
記
念
物
の
「
滋
川
の
大
杉
恥
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ほ
く
ほ
く
線
の
蛍
川
大
杉
駅
に
降

り
立
つ
と
、
そ
の
慮
黍
に
鐵
山
神
祇

の
森
が
臼
に
と
豪
り
ま
す
。
そ
の
森

の
ゆ
に
、
圃
の
天
然
龍
念
物
に
指
定

さ
れ
た
「
虫
絹
の
大
杉
」
が
あ
る
の

で
す
。

　
こ
の
大
杉
の
樹
齢
は
千
二
蒼
年
と

い
わ
れ
、
樹
蕩
三
十
耕
、
目
通
り
牽

六
慧
、
枝
張
り
東
薦
へ
二
牽
t
縫
、

爾
北
へ
罵
十
慧
の
大
樹
で
す
。

　
そ
う
鎮
守
内
山
神
歓
の
ご
神
木
と

し
て
、
地
域
の
入
々
に
愛
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
環
往
も
数
々
の
樹
勢
湧
性

化
箏
業
に
取
り
組
み
．
大
切
に
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
県
内
で
は
三
川
舞
の
纏
軍
杉
に
次

ぎ
、
全
園
的
に
も
有
名
な
滋
綴
の
大

杉
。
堂
々
と
そ
び
え
立
つ
大
目
然
の

造
形
葵
の
巧
み
さ
は
、
人
闘
の
心
を

引
き
つ
け
、
荘
厳
な
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
こ
の
大
杉
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
滋
規
大
杉
駅
に
は
、

岡
駅
周
辺
散
策
驚
の
無
料
レ
ン
タ
ル

サ
イ
ク
ル
が
常
設
さ
れ
て
い
ま
す
．

（
冬
季
間
は
縫
爾
で
き
ま
せ
ん
）
。

予
供
・
大
人
薦
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
絹
く
だ
さ
い
。

4

住みよい町づくりに

　　　役立っています

　
皆
さ
ん
の
腰
生
驚
金
や
國
浅
年
金
．

鄭
便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
葎
金
な

ど
の
積
立
金
は
、
公
譲
事
業
の
資
金

と
し
て
融
資
さ
れ
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
単
成
十
年
度
で
は
、
葎
金
積
立
金

還
元
融
資
を
禽
め
、
　
…
般
会
欝
で
三

億
鵬
千
六
菖
五
↓
志
力
m
口
、
　
簡
一
易
水
瓢
蓮

事
薬
特
甥
会
議
で
五
千
七
薦
二
十
万

円
、
下
水
道
箏
業
特
別
会
計
で
瞬
億

六
千
八
落
t
十
万
円
の
借
り
入
れ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
轄
金
資
愈

簡
易
水
遂
事
業
特
別
会
謙

　
県
中
山
問
地
域
総
舎
整
備
事
業
負

癩
金
く
上
下
布
川
営
農
飲
雑
罵
水
整

備
）
縫
二
事
業
で
五
千
七
蕩
…
一
十
万

円
門
年
金
資
金
以
外
｝

一
般
禽
計

　
町
遊
浦
瞬
松
之
山
線
改
良
箏
業
侮

興
道
囎
路
線
一
億
九
薦
万
円
、
林
道

上
蝦
池
線
舗
裟
事
業
他
林
業
関
係
黒

千
蕎
闘
十
万
円
、
農
村
総
禽
整
備
事

業
等
農
業
農
轡
整
備
黛
事
業
一
千
九

穏
囲
牽
万
円
、
ス
キ
ー
場
籏
讐
康
購

入
事
薬
二
千
六
樹
鷺
牽
万
円
、
滴

防
・
防
災
施
設
整
備
箏
業
負
撮
金
八

｝
由
六
十
万
”
肖
、
　
県
道
月
池
松
代
練
整

備
事
業
負
挺
金
購
瀟
八
十
万
粥
、
町

道
災
審
復
照
事
業
八
路
線
一
千
六
十

万
鍔
、
減
税
補
填
債
一
千
五
欝
三
十

万
円
、
下
水
道
整
備
事
業
（
過
疎
債

分
）
　
一
億
二
千
百
十
乃
円
で
す
．

　
下
水
道
事
業
特
劉
会
計
で
は
、
下

水
道
整
傭
に
資
金
運
朗
部
資
金
と
公

営
企
業
融
資
公
庫
よ
り
一
億
六
千
八

欝
七
十
万
円
の
儀
り
入
れ
を
予
定
し

て
い
ま
す
、

～φ噌♂

A

V寓
騨ぐ○フ閣

藝書
《

）
ノ巫

「
棚
田
の
里
の
一
年
」

番
組
放
送
の
ご
案
内

　
民
放
放
送
燭
の
N
S
T
が
、
松
之

由
町
で
一
葎
に
渡
る
取
桝
を
し
た
番

組
「
棚
磁
の
嬰
の
…
葎
恥
が
、
麓
腿

法
人
穎
潟
県
建
設
叢
会
烈
○
周
年
記

念
と
し
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
鷺

　
3
月
貯
り
（
士
）
午
後
3
縛
か
ら

　
N
S
T
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

春
季
火
災
予
防
運
動

　
春
が
来
て
讐
解
け
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
山
薬
取
り
や
、
農
作
業
が

始
ま
り
ま
す
．
由
火
事
に
は
、
十
分

気
を
つ
け
蒙
し
ょ
う

実
施
期
問
　
4
月
蓬
欝
～
7
顯
ま
で

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

　
置
か
な
い
。

②
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
播
て

　
を
し
な
い
、

③
莱
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
、

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑥
電
氣
羅
異
は
疋
し
く
使
い
、
た
こ

　
是
配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
…
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
近
づ
け
な
い
．

園
園
團
圏
國

　
　
　
　
　
圏
国
回

　
東
憲
は
、
全
國
辮
地
か
ら
入
々
が

集
ま
り
成
り
立
っ
て
い
る
街
で
す
。

で
す
か
ら
、
耐
欝
に
「
東
窟
人
鳳
と

い
つ
て
も
、
「
菓
窟
生
ま
れ
・
東
窟

膏
ち
の
人
幅
と
「
地
方
出
身
薇
偏
に

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
濠
す
．

　
漿
窟
生
ま
れ
の
申
に
も
、
二
代
・

薫
代
と
続
い
た
家
も
あ
れ
ば
、
比
較

的
新
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
三
代
闘

以
降
を
「
鷹
粋
の
江
芦
つ
子
扁
な
ど

と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
、

　
さ
て
、
近
く
に
欝
席
が
あ
り
、
と

き
ど
き
落
語
を
聞
き
に
い
き
ま
す
．

「
て
や
ん
で
い
！
こ
ち
と
ら
江
芦
っ

子
で
え
い
！
恥
「
緯
だ
ね
え
、
偏
「
ア

イ
ヨ
、
任
し
と
き
な
っ
て
！
漏
な
ど
、

威
勢
の
農
い
霞
葉
が
ポ
ン
、
ポ
ン
、

ポ
ン
と
調
子
よ
く
飛
び
出
し
ま
す
。

で
も
、
そ
ん
な
粋
な
東
窟
人
が
今
で

は
ど
れ
位
い
る
の
か
と
探
し
て
み
て

も
、
現
実
に
は
見
か
け
ま
せ
ん
。

　
よ
く
行
く
飲
み
騰
の
ご
薫
人
も
、

江
避
っ
子
と
称
さ
れ
る
お
一
人
で
、

伝
統
と
か
文
化
を
大
切
に
し
て
い
る

方
で
す
が
、
「
欝
は
良
か
っ
た
ん
で

す
よ
・
・
こ
と
、
変
わ
り
ゆ
く

「
ふ
る
さ
と
東
東
」
の
街
を
憂
い
て

ふ
る
さ
と

No．59

お
ら
れ
ま
す
。

　
∵
万
、
地
方
醗
身
潔
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
焦
ま
れ
脊
っ
た
「
故
郷
幅
が
あ

り
ま
す
．
中
に
は
一
家
離
村
な
ど
で

家
が
無
く
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す

が
、
故
郷
の
自
然
や
小
さ
い
願
の
思

い
患
な
ど
は
「
心
の
故
郷
漏
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
滴
え
な
い
は
ず
で
す
．

　
故
郷
は
喪
く
も
悪
し
く
も
窃
身
の

ル
ー
ツ
で
あ
り
、
心
の
支
え
に
も
な

れ
ば
自
分
へ
の
こ
だ
わ
り
の
原
困
に

も
な
り
ま
す
。
で
も
今
で
は
、
地
方

撮
身
潔
が
東
東
人
に
対
し
て
、
コ
・
ノ

プ
レ
ッ
ク
ス
や
鼠
い
目
を
感
じ
る
こ

と
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
に
、
羨
ま
し
が
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
ゆ

　
一
近
頃
、
転
勤
象
庭
で
育
っ
た
人
な

ど
、
ふ
る
さ
と
意
織
を
あ
ま
り
持
た

な
い
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
、

侮
の
し
が
ら
み
も
無
く
、
浮
壼
薫
や

ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に
自
鐵
に
盤
濡
す
る
、

そ
ん
な
身
軽
さ
が
好
き
な
の
だ
そ
う

で
す
。
時
代
の
巖
先
端
を
行
く
よ
う

な
考
え
方
は
、
私
に
は
到
底
理
解
で

童
ま
せ
ん
が
…

　
　
　
　
　
　
東
東
箏
務
所
　
大
箆

5
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町
営
住
宅
「
第
二
団
地
」
の

　
　
　
　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
町
営
住
宅
「
第
二
繊
地
恥
が
4
月

か
ら
玉
戸
分
が
空
蜜
と
な
り
ま
す
の

で
、
入
居
書
を
募
集
し
ま
す
．

　
入
繕
を
稀
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

募
集
要
項
に
よ
り
お
串
し
込
み
く
だ

さ
い
。募

集
要
項

住
宅
の
種
類
　
特
定
公
共
賃
貸
住
竈

住
宅
の
所
荏
地

　
松
之
山
町
大
掌
松
之
山

　
　
　
　
　
　
　
｝
一
三
鰯
番
地
鞠

募
集
芦
数
　
｝
芦

規
格
等
　
芦
滋
た
り
醸
積
劔
・
2
0
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
3
」
・
D
K
）

　
　
木
造
蕎
床
二
階
建

入
居
老
の
資
格

イ
、
原
則
階
級
に
罵
す
る
潔

　
①
所
得
要
件
器
入
爆
煮
及
び
岡
鵬

　
　
親
族
の
勝
得
を
禽
わ
せ
た
額
が

　
　
2
0
万
醐
を
超
え
3
2
万
2
千
四
以

　
　
下
（
月
収
換
算
）

　
②
自
ら
鷺
住
要
締
彗
霞
ら
艦
往
す

　
　
る
た
め
住
劣
を
必
要
と
し
て
い

　
　
る
こ
と
、

　
③
岡
艦
親
族
要
件
鐸
闘
緩
す
る
親

ロ
、

ノ＼家
賃
、

イ
、　

①
収
入
月
額
2
0
万
円
を
超
え
詑
万

　
　
2
千
円
以
下
毒
3
芳
8
千
円

　
②
収
入
月
額
32
万
2
千
円
を
趨
え

　
　
妬
万
5
千
綿
以
下
毒
4
万
5
千

　
　
6
弼
円

族
を
欝
す
る
こ
と
。

災
害
、
不
幾
住
宅
の
撤
去
等
の

特
別
の
箏
構
が
あ
り
．
町
畏
が

認
め
る
麿
．

同
緩
親
族
が
な
い
著
年
単
身
麿

陶
け
賃
黛
住
竃
と
し
て
、
地
竣

の
箏
傭
を
勘
案
し
、
町
長
が
認

め
る
餐
。

そ
の
亀
の
貸
付
条
件

家
賃

　
③
収
入
月
額
妬
万
5
千
円
を
超
え

　
　
6
0
万
1
千
円
以
下
毒
5
万
3
千

　
　
2
、
穏
円

欝
、
敷
金
　
家
賃
の
3
カ
月
分

ハ
、
入
屠
予
建
鷺
　
4
潤
上
旬
予
定

串
込
み
続
必
要
な
書
類

　
①
入
艦
辮
込
書
（
役
場
建
設
謙
に

　
　
罵
慧
し
て
あ
り
ま
す
）

　
②
所
得
証
明
書
（
平
成
9
年
分
の

　
　
勝
得
羅
明
欝
）

　
③
灘
帯
全
貴
の
住
民
禦

入
総
串
込
期
閉

　
3
月
鰯
欝
ハ
月
）
～
3
月
2
6
鷺
く
金
）

ま
で
の
捻
β
問

入
艦
毒
の
選
考
方
法

　
　
入
贋
資
格
審
奮
後
、
申
込
潔
が

　
i
戸
を
超
え
た
場
禽
は
、
抽
選
に

　
よ
り
入
罎
煮
を
決
定
し
ま
す
。

お
悶
い
禽
せ

　
役
場
建
設
繰
建
設
係

　
僧
6
－
3
圭
3
5
（
内
線
5
2
）

町
営
住
宅
「
第
二
団
地
」
の
問
取
り

（
2
購
平
面
図
）

　　　　　む鱈

欝λ蝉λ　ホール

　　　　＼ピ
鰹協1　　　　小燃

納芦

洋劉く｝

揮入

孝磯

バルコニー

（
葉
階
平
面
図
）

　
　
　
鑛
宋
、
、
”
鎌
、
．
霞
』

鴇醗秘
繭
為課
　　i　　　　鋏
　手｝　 録

．箪趣
サンルーム　ll紳λ

シリーズ広域広報⑫

東頸城
　ふるさと見て渉記論

浦川原村

　　國指定天然記念物
　　　　ヂ虫州の大杉」

　
今
層
は
、
浦
綴
原
樗
か
ら
蟹
指
建

天
然
記
念
物
の
「
滋
川
の
大
杉
恥
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ほ
く
ほ
く
線
の
蛍
川
大
杉
駅
に
降

り
立
つ
と
、
そ
の
慮
黍
に
鐵
山
神
祇

の
森
が
臼
に
と
豪
り
ま
す
。
そ
の
森

の
ゆ
に
、
圃
の
天
然
龍
念
物
に
指
定

さ
れ
た
「
虫
絹
の
大
杉
」
が
あ
る
の

で
す
。

　
こ
の
大
杉
の
樹
齢
は
千
二
蒼
年
と

い
わ
れ
、
樹
蕩
三
十
耕
、
目
通
り
牽

六
慧
、
枝
張
り
東
薦
へ
二
牽
t
縫
、

爾
北
へ
罵
十
慧
の
大
樹
で
す
。

　
そ
う
鎮
守
内
山
神
歓
の
ご
神
木
と

し
て
、
地
域
の
入
々
に
愛
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
環
往
も
数
々
の
樹
勢
湧
性

化
箏
業
に
取
り
組
み
．
大
切
に
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
県
内
で
は
三
川
舞
の
纏
軍
杉
に
次

ぎ
、
全
園
的
に
も
有
名
な
滋
綴
の
大

杉
。
堂
々
と
そ
び
え
立
つ
大
目
然
の

造
形
葵
の
巧
み
さ
は
、
人
闘
の
心
を

引
き
つ
け
、
荘
厳
な
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
こ
の
大
杉
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
滋
規
大
杉
駅
に
は
、

岡
駅
周
辺
散
策
驚
の
無
料
レ
ン
タ
ル

サ
イ
ク
ル
が
常
設
さ
れ
て
い
ま
す
．

（
冬
季
間
は
縫
爾
で
き
ま
せ
ん
）
。

予
供
・
大
人
薦
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
絹
く
だ
さ
い
。

4

住みよい町づくりに

　　　役立っています

　
皆
さ
ん
の
腰
生
驚
金
や
國
浅
年
金
．

鄭
便
局
の
簡
易
保
険
・
郵
便
葎
金
な

ど
の
積
立
金
は
、
公
譲
事
業
の
資
金

と
し
て
融
資
さ
れ
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
単
成
十
年
度
で
は
、
葎
金
積
立
金

還
元
融
資
を
禽
め
、
　
…
般
会
欝
で
三

億
鵬
千
六
菖
五
↓
志
力
m
口
、
　
簡
一
易
水
瓢
蓮

事
薬
特
甥
会
議
で
五
千
七
薦
二
十
万

円
、
下
水
道
箏
業
特
別
会
計
で
瞬
億

六
千
八
落
t
十
万
円
の
借
り
入
れ
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

【
轄
金
資
愈

簡
易
水
遂
事
業
特
別
会
謙

　
県
中
山
問
地
域
総
舎
整
備
事
業
負

癩
金
く
上
下
布
川
営
農
飲
雑
罵
水
整

備
）
縫
二
事
業
で
五
千
七
蕩
…
一
十
万

円
門
年
金
資
金
以
外
｝

一
般
禽
計

　
町
遊
浦
瞬
松
之
山
線
改
良
箏
業
侮

興
道
囎
路
線
一
億
九
薦
万
円
、
林
道

上
蝦
池
線
舗
裟
事
業
他
林
業
関
係
黒

千
蕎
闘
十
万
円
、
農
村
総
禽
整
備
事

業
等
農
業
農
轡
整
備
黛
事
業
一
千
九

穏
囲
牽
万
円
、
ス
キ
ー
場
籏
讐
康
購

入
事
薬
二
千
六
樹
鷺
牽
万
円
、
滴

防
・
防
災
施
設
整
備
箏
業
負
撮
金
八

｝
由
六
十
万
”
肖
、
　
県
道
月
池
松
代
練
整

備
事
業
負
挺
金
購
瀟
八
十
万
粥
、
町

道
災
審
復
照
事
業
八
路
線
一
千
六
十

万
鍔
、
減
税
補
填
債
一
千
五
欝
三
十

万
円
、
下
水
道
整
備
事
業
（
過
疎
債

分
）
　
一
億
二
千
百
十
乃
円
で
す
．

　
下
水
道
事
業
特
劉
会
計
で
は
、
下

水
道
整
傭
に
資
金
運
朗
部
資
金
と
公

営
企
業
融
資
公
庫
よ
り
一
億
六
千
八

欝
七
十
万
円
の
儀
り
入
れ
を
予
定
し

て
い
ま
す
、

～φ噌♂
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藝書
《

）
ノ巫

「
棚
田
の
里
の
一
年
」

番
組
放
送
の
ご
案
内

　
民
放
放
送
燭
の
N
S
T
が
、
松
之

由
町
で
一
葎
に
渡
る
取
桝
を
し
た
番

組
「
棚
磁
の
嬰
の
…
葎
恥
が
、
麓
腿

法
人
穎
潟
県
建
設
叢
会
烈
○
周
年
記

念
と
し
て
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
鷺

　
3
月
貯
り
（
士
）
午
後
3
縛
か
ら

　
N
S
T
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

春
季
火
災
予
防
運
動

　
春
が
来
て
讐
解
け
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
山
薬
取
り
や
、
農
作
業
が

始
ま
り
ま
す
．
由
火
事
に
は
、
十
分

気
を
つ
け
蒙
し
ょ
う

実
施
期
問
　
4
月
蓬
欝
～
7
顯
ま
で

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

　
置
か
な
い
。

②
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
播
て

　
を
し
な
い
、

③
莱
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
、

⑤
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑥
電
氣
羅
異
は
疋
し
く
使
い
、
た
こ

　
是
配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
…
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
近
づ
け
な
い
．

園
園
團
圏
國

　
　
　
　
　
圏
国
回

　
東
憲
は
、
全
國
辮
地
か
ら
入
々
が

集
ま
り
成
り
立
っ
て
い
る
街
で
す
。

で
す
か
ら
、
耐
欝
に
「
東
窟
人
鳳
と

い
つ
て
も
、
「
菓
窟
生
ま
れ
・
東
窟

膏
ち
の
人
幅
と
「
地
方
出
身
薇
偏
に

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
濠
す
．

　
漿
窟
生
ま
れ
の
申
に
も
、
二
代
・

薫
代
と
続
い
た
家
も
あ
れ
ば
、
比
較

的
新
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
三
代
闘

以
降
を
「
鷹
粋
の
江
芦
つ
子
扁
な
ど

と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
、

　
さ
て
、
近
く
に
欝
席
が
あ
り
、
と

き
ど
き
落
語
を
聞
き
に
い
き
ま
す
．

「
て
や
ん
で
い
！
こ
ち
と
ら
江
芦
っ

子
で
え
い
！
恥
「
緯
だ
ね
え
、
偏
「
ア

イ
ヨ
、
任
し
と
き
な
っ
て
！
漏
な
ど
、

威
勢
の
農
い
霞
葉
が
ポ
ン
、
ポ
ン
、

ポ
ン
と
調
子
よ
く
飛
び
出
し
ま
す
。

で
も
、
そ
ん
な
粋
な
東
窟
人
が
今
で

は
ど
れ
位
い
る
の
か
と
探
し
て
み
て

も
、
現
実
に
は
見
か
け
ま
せ
ん
。

　
よ
く
行
く
飲
み
騰
の
ご
薫
人
も
、

江
避
っ
子
と
称
さ
れ
る
お
一
人
で
、

伝
統
と
か
文
化
を
大
切
に
し
て
い
る

方
で
す
が
、
「
欝
は
良
か
っ
た
ん
で

す
よ
・
・
こ
と
、
変
わ
り
ゆ
く

「
ふ
る
さ
と
東
東
」
の
街
を
憂
い
て

ふ
る
さ
と

No．59

お
ら
れ
ま
す
。

　
∵
万
、
地
方
醗
身
潔
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
焦
ま
れ
脊
っ
た
「
故
郷
幅
が
あ

り
ま
す
．
中
に
は
一
家
離
村
な
ど
で

家
が
無
く
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す

が
、
故
郷
の
自
然
や
小
さ
い
願
の
思

い
患
な
ど
は
「
心
の
故
郷
漏
と
し
て
、

い
つ
ま
で
も
滴
え
な
い
は
ず
で
す
．

　
故
郷
は
喪
く
も
悪
し
く
も
窃
身
の

ル
ー
ツ
で
あ
り
、
心
の
支
え
に
も
な

れ
ば
自
分
へ
の
こ
だ
わ
り
の
原
困
に

も
な
り
ま
す
。
で
も
今
で
は
、
地
方

撮
身
潔
が
東
東
人
に
対
し
て
、
コ
・
ノ

プ
レ
ッ
ク
ス
や
鼠
い
目
を
感
じ
る
こ

と
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

逆
に
、
羨
ま
し
が
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
ゆ

　
一
近
頃
、
転
勤
象
庭
で
育
っ
た
人
な

ど
、
ふ
る
さ
と
意
織
を
あ
ま
り
持
た

な
い
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
、

侮
の
し
が
ら
み
も
無
く
、
浮
壼
薫
や

ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に
自
鐵
に
盤
濡
す
る
、

そ
ん
な
身
軽
さ
が
好
き
な
の
だ
そ
う

で
す
。
時
代
の
巖
先
端
を
行
く
よ
う

な
考
え
方
は
、
私
に
は
到
底
理
解
で

童
ま
せ
ん
が
…

　
　
　
　
　
　
東
東
箏
務
所
　
大
箆

5



フ

　〈松之出・涌聾〉

スキーをや鯵たい

　（天水越・水野屋〉

サッカーと国議をしたい

　（天水島・業助）

体欝をがんばりたい

　　（黛桶・大前）

うさぎをカ・いたい

　（曹根・橿箆屋〉

給食をがんばりたい

　（災水島・書楽〉

算数をしたい

　　（湯本・叛屋〉

サッカーと圏毒養をしたい

　（松之鋤・松屋〉

うさぎと着ヂャボを力玉いたい

（藪之前。もんにん〉

スキーをやりたい

　（天水越・伝兵ヱ〉

勉強とサッカーをしたい

　（ヲミオく島・みはらし〉

算数とサッカーをしたい

や
り
た
い
ε
と
が
い
つ
ば
い

も
う
す
ぐ
劇
年
生

　
こ
の
春
鑓
月
か
ら
、
町
内
で
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
は
二
十
匹
人
で
す
。

畢
く
も
勉
強
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
優
秀
？
な
子
も
い
て
、
将
来
が
楽
し
み
で
す
、

友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
、
元
気
に
成
長
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
今
園
は
、
｝
足
お
先
に
薪
幽
無
生
を
紹
介
し
ま
す
。

　欝

灘饗嚢．　　舞、

小林由案ちゃん
　（上鍛池・与八〉

パソコンをやりたい

関谷美歌ちゃん
　　（黙禽・中栂〉

スキーをやりたい

鴻

　樋口衛くん
　　（兎口・坂中）

スキー一とブールをやりたい

　相沢卓くん
　（松之出・尾張屋）

勉強をやりたい

騰 　
輔　
鰯

、や窪欝

村山わか葉ちゃん

　　（古戸・薮屋）

サッカーをやりたい

蝋・　　、縣、’

　騨

小野塚美咲ちゃん
　　（湯由・著葉屋〉

うさぎをかわいがりたい

　福原翔太くん
　　（小谷・平田〉

リレーをやりたい

　　　鎌
　　　　鱒麟．

　　蒙、

　　　奪．　盤

　粒由羽花ちゃん
　（観音寺・金田屋〉

うさぎをかわいがりたい

蔭

村山佑紀ちゃん

　（松之出・角瞬や）

勉強と歌をうたいたい

　　
麟

　
　
懸

　井湧車哉くん
　〈上蝦池・糀屋〉

マラソンと勉強をしたい

　小見賢太くん、

　（黒倉・中屋敷〉

なんかの実験をやりたい

樋口あかねちゃん
　　（湯霞・与院）

いろんな楽器をやりたい
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1

越後松之山

　豪雪塾
浦田地区で31名の人が

　　　雪国体験をしました

わが家の人気者⑯

かずき

一季ちゃん登場2歳
　涌弁　智・淑潅さん長男

　　　　　　藤倉（保家）

　家では、ギかっき」と呼ばれて

います．僕はお父さん、お母さ

んのことを「パパ、ママ5と呼

んでいます。

　好きな食べ物は、バナナとお

もちです．

　お嫡ちゃんの真似っこあそび

が好きで、お気に入りのお書）

ちゃは走る機関毒トーマスです。

　この繭、雪がいっぱい降った

ので、パパ、ママ、お姉ちゃん

と…緒に大きなトト惣の雪だる

まを作って、そのまわりで遊ん

だことが楽しかったです．

ζお母さんからの一露）

　たつじん子（2つつむじ）だ

けども、飽人に達惑をかけない

でのびのび育ってほしいです。

L

節
分
豆
ま
き

8

響難
き，、欝

へ・
、
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ

　
　
　
　
　
　
吻
3

　
　
　
　
　
　
　
〆
ー
勉

　
二
月
十
、
．
、
糧
十
照
欝
の
二
漁
問
に

わ
た
り
、
浦
照
地
猛
に
お
い
て
越
後

松
之
由
豪
露
塾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
購
塾
は
、
都
会
の
人
か
ら
盗
瞬
体

験
を
し
て
も
ら
お
う
と
十
顯
葎
離
か

ら
始
め
ら
れ
た
民
浪
交
流
事
業
で
す
。

　
今
醸
の
参
撫
餐
は
、
牽
鹸
組
黒
十

｝
名
で
、
遠
く
は
沖
縄
か
ら
十
名
の

方
が
参
撫
さ
れ
ま
し
た
、
参
撫
懸
は
、

午
後
一
時
に
は
会
場
へ
劉
藩
し
、
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の
神
つ
く
り
を
手
伝
い
ま
し
た
。
午

後
五
時
よ
り
地
鷹
の
人
た
ち
を
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て
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の
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き
が
行
わ
れ
、
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に

は
麗
禽
が
立
ち
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メ
ン
や
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、
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が
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、
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。
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の
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を
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で
は
、
そ
の
勉
に
も
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に
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を
行
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都
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の
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と
の
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を
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す
。
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保
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に
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が
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こ
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は
、
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の
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も
参
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し
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れ
ぞ
れ
自
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紹
介
を
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後
、
自
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が
追
い
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た
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を
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し
脅
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．
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に
豊
や
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を
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で
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が
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の
．
沢
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は
、
生
憎
の
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で
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が
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簾
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元
気
に
競
技

に
参
趨
し
て
い
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た
。
甘
瀬
や
コ
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ア
の
サ
…
ビ
ス
も
あ
り
、
小
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子
供
た
ち
は
、
寒
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に
も
麹
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ず
巽

の
中
を
転
げ
騰
っ
て
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ま
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た
。
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で
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を
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由
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季
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の
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技
に
も

な
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す
。
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た
、
著
い
人
た

ち
に
と
っ
て
は
、
ス
キ
…
よ
り
人
気

の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
今
翻
は
、
八
十
三
名
の
選
手
が
参

撫
し
て
、
競
技
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

葡
園
よ
り
皆
さ
ん
技
術
が
格
段
に
商

上
し
て
、
レ
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ル
の
嵩
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大
会
と
な

り
ま
し
た
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、
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・
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、
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の
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が
行
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れ
ま
し
た
．

　
今
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よ
り
農
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収
入
が
獄
己
幣
聾

に
な
り
、
よ
り
震
体
と
近
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
以
餉
よ
り
出
嫁
ぎ
潔
も
減

り
、
税
金
の
寧
批
も
様
変
わ
り
し
て

き
ま
し
た
．

　
．
．
弩
申
は
、
跡
役
場
議
場
を
会
場

と
し
て
、
断
得
税
の
確
定
串
無
を
、

．
月
に
入
り
借
地
区
毎
に
住
幾
税
の

串
廊
相
談
を
牽
践
鷺
ま
で
行
い
ま
す
．

　
税
金
の
串
甑
は
、
綱
民
の
義
務
と

し
て
と
て
も
大
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な
も
の
で
す
。
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．
．
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憾
醗
対
策
塞
の
企

瀬
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

欝
下
ろ
し
事
業
（
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連
携
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で
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が
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に
お
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れ
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た
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之
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で
は
、
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の
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の
除
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体
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は
万
全
で
す
が
、
嵩
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化
や
過
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が
進
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で
い
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
は
騰
根
癬
除
雛
が
繰

題
に
な
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と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
今
鐡
の
箏
業
は
、
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外
の
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参
加
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ら
、
騰
根
盤
処

理
に
照
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て
い
る
老
入
嵐
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の
雪
下

ろ
し
を
行
っ
て
も
ら
い
、
今
後
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
濡
動
に
よ
っ
て
、
ど
こ
ま

で
屋
根
の
雲
下
ろ
し
が
で
き
る
の
か

を
調
奮
す
る
も
の
で
す
。
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期
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が
、
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に
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内
各
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に
お
い
て
行
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れ
ま
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こ
の
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期
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比
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酌
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な
い
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の
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期
に
皆
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ん
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ら
、
健
康
づ
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や
、
編
祇
の
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を
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も
ら

お
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実
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い
豪
す
。

　
今
闘
は
、
平
成
十
、
｝
年
鱗
月
よ
り

介
灘
保
険
擬
∵
腰
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
中
心
に
認
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
は
、

松
之
由
驚
も
、
編
祇
が
大
切
な
問
題

に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
熱

心
に
編
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

休
懇
に
は
軽
い
体
繰
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
ま
し
た
。

電鱗

　惣

懸鑛
瞬
．

購



ー
O
o
り
㊤
1

越後松之山

　豪雪塾
浦田地区で31名の人が

　　　雪国体験をしました

わが家の人気者⑯

かずき

一季ちゃん登場2歳
　涌弁　智・淑潅さん長男

　　　　　　藤倉（保家）

　家では、ギかっき」と呼ばれて

います．僕はお父さん、お母さ

んのことを「パパ、ママ5と呼

んでいます。

　好きな食べ物は、バナナとお

もちです．

　お嫡ちゃんの真似っこあそび

が好きで、お気に入りのお書）

ちゃは走る機関毒トーマスです。

　この繭、雪がいっぱい降った

ので、パパ、ママ、お姉ちゃん

と…緒に大きなトト惣の雪だる

まを作って、そのまわりで遊ん

だことが楽しかったです．

ζお母さんからの一露）

　たつじん子（2つつむじ）だ

けども、飽人に達惑をかけない

でのびのび育ってほしいです。

L

節
分
豆
ま
き

8

響難
き，、欝

へ・
、
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ソ

　
　
　
　
　
　
吻
3

　
　
　
　
　
　
　
〆
ー
勉

　
二
月
十
、
．
、
糧
十
照
欝
の
二
漁
問
に

わ
た
り
、
浦
照
地
猛
に
お
い
て
越
後

松
之
由
豪
露
塾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
購
塾
は
、
都
会
の
人
か
ら
盗
瞬
体

験
を
し
て
も
ら
お
う
と
十
顯
葎
離
か

ら
始
め
ら
れ
た
民
浪
交
流
事
業
で
す
。

　
今
醸
の
参
撫
餐
は
、
牽
鹸
組
黒
十

｝
名
で
、
遠
く
は
沖
縄
か
ら
十
名
の

方
が
参
撫
さ
れ
ま
し
た
、
参
撫
懸
は
、

午
後
一
時
に
は
会
場
へ
劉
藩
し
、
歳

の
神
つ
く
り
を
手
伝
い
ま
し
た
。
午

後
五
時
よ
り
地
鷹
の
人
た
ち
を
交
え

て
歳
の
神
焼
き
が
行
わ
れ
、
会
場
に

は
麗
禽
が
立
ち
ラ
ー
メ
ン
や
焼
き
鳥
、

甘
灘
な
ど
が
撫
さ
れ
ま
し
た
、

鍵鱗鍵騨購

義

竃
　
　
濠
、
，

醗　
　
　
r

　
　
　
ぜ

　
　
、

　
　
8

　
　
慈

　
　
　
　
P

　
　
　
　
』

　
『

　
翌
鷺
は
、
兎
追
い
を
行
い
、
も
ち

つ
き
を
し
て
、
お
劉
れ
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
醐
の
難

園
盈
活
を
皆
さ
ん
満
足
さ
れ
て
帰
っ

て
い
き
ま
し
た
幹

　
浦
穣
地
鷹
で
は
、
そ
の
勉
に
も
春

に
山
菜
塾
な
ど
を
行
い
都
会
の
人
た

ち
と
の
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
二
鍔
蹴
穣
節
分
に
松
塁
保
膏
漸
に

お
い
て
．
慧
繍
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
鷺
は
、
園
児
の
家
族
も
参
擁
し

そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
自

分
が
追
い
繊
し
た
い
鬼
を
発
褒
し
脅

い
ま
し
た
．
「
食
い
し
ん
坊
鬼
輪
「
泣

き
虫
鬼
篇
な
ど
、
み
ん
な
が
い
ろ
い

ろ
な
鬼
を
豊
ま
き
で
追
い
磁
そ
う
と

舞
え
て
い
ま
し
た
．
　
晶
ま
き
の
繭
に

紙
芝
艦
で
懸
に
な
ぜ
豊
を
ま
く
の
か

を
教
わ
り
ま
し
た
．
像
母
さ
ん
が

「
禰
は
内
、
鬼
は
外
｝
と
欝
い
な
が

ら
豆
ま
き
を
す
る
と
園
兜
た
ち
は
、

袋
い
っ
ぱ
い
に
豊
や
お
菓
子
を
拾

い
ま
し
た
．

地
区
雪
上
蓮
動
会

　
、
．
月
、
一
新
㎜
繕
と
、
．
新
八
欝
に
得

地
区
で
燈
無
運
動
厭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

、
取
材
し
た
、
影
一
鷺
の
松
墨
地
区

で
は
、
松
之
由
温
泉
ス
キ
！
場
暴

椿
」
幽
鯛
で
鞭
L
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
簿
蒲
の
．
沢
候
は
、
生
憎
の

韓
で
し
た
が
、
簾
さ
ん
元
気
に
競
技

に
参
趨
し
て
い
諜
し
た
。
甘
瀬
や
コ

灘
ア
の
サ
…
ビ
ス
も
あ
り
、
小
さ
い

子
供
た
ち
は
、
寒
さ
に
も
麹
け
ず
巽

の
中
を
転
げ
騰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
「
窯
探
し
競
争
幅
「
縄
な

い
リ
レ
ー
脇
「
か
ん
じ
き
む
か
で
競

争
幅
な
ど
ト
．
一
競
技
を
午
繭
中
に
行

い
ま
し
た
、

かんじきむかでリレー

撫灘
蕊
灘
．
、
．

！
、
．

　
　
　
　
　
藩
拶

第
2
回

松
之
山
温
泉

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会

　
。
鍔
．
卦
一
鷺
に
松
之
由
潟
泉
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
、
第
　
瞬
ス
ノ
…

ボ
…
ド
選
ヂ
権
大
会
が
醐
催
さ
れ
ま

し
た
．

　
ス
ノ
茎
ボ
…
ド
は
、
簸
近
急
速
に

普
及
し
て
き
た
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、

蕉
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
著
い
人
た

ち
に
と
っ
て
は
、
ス
キ
…
よ
り
人
気

の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
今
翻
は
、
八
十
三
名
の
選
手
が
参

撫
し
て
、
競
技
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

葡
園
よ
り
皆
さ
ん
技
術
が
格
段
に
商

上
し
て
、
レ
ベ
ル
の
嵩
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
．

納
税
相
談

　
、
錫
牽
六
繕
・
よ
り
ー
カ
月
照
凹
、
　
椿
繊

鋼
の
納
税
相
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
年
よ
り
農
叢
収
入
が
獄
己
幣
聾

に
な
り
、
よ
り
震
体
と
近
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
以
餉
よ
り
出
嫁
ぎ
潔
も
減

り
、
税
金
の
寧
批
も
様
変
わ
り
し
て

き
ま
し
た
．

　
．
．
弩
申
は
、
跡
役
場
議
場
を
会
場

と
し
て
、
断
得
税
の
確
定
串
無
を
、

．
月
に
入
り
借
地
区
毎
に
住
幾
税
の

串
廊
相
談
を
牽
践
鷺
ま
で
行
い
ま
す
．

　
税
金
の
串
甑
は
、
綱
民
の
義
務
と

し
て
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

竃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

　
　
　
雪
下
ろ
し
作
業

　
一
、
月
↑
、
．
．
欝
に
憾
醗
対
策
塞
の
企

瀬
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

欝
下
ろ
し
事
業
（
広
域
連
携
除
姦
ボ

ラ
ン
テ
で
ア
調
資
裏
叢
）
が
大
飛
戸

集
落
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
で
は
、
冬
場
の
艶
要
道

路
の
除
鞭
体
麟
は
万
全
で
す
が
、
嵩

齢
化
や
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
た
め

に
、
こ
れ
か
ら
は
騰
根
癬
除
雛
が
繰

題
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
今
鐡
の
箏
業
は
、
県
内
外
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
鞍
か
ら
、
騰
根
盤
処

理
に
照
っ
て
い
る
老
入
嵐
帯
の
雪
下

ろ
し
を
行
っ
て
も
ら
い
、
今
後
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
濡
動
に
よ
っ
て
、
ど
こ
ま

で
屋
根
の
雲
下
ろ
し
が
で
き
る
の
か

を
調
奮
す
る
も
の
で
す
。

冬
期
講
座

　
冬
期
購
撫
が
、
一
月
に
町
内
各
集
落

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ
の
冬

期
講
座
は
、
比
較
酌
忙
し
く
な
い
冬

の
購
期
に
皆
さ
ん
か
ら
、
健
康
づ
く

り
や
、
編
祇
の
内
容
を
難
つ
て
も
ら

お
う
と
毎
年
実
掩
さ
れ
て
い
豪
す
。

　
今
闘
は
、
平
成
十
、
｝
年
鱗
月
よ
り

介
灘
保
険
擬
∵
腰
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
中
心
に
認
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
は
、

松
之
由
驚
も
、
編
祇
が
大
切
な
問
題

に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
熱

心
に
編
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

休
懇
に
は
軽
い
体
繰
や
ゲ
ー
ム
を
し

て
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
ま
し
た
。

電鱗

　惣

懸鑛
瞬
．

購
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第
フ
回
松
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温
象
N
S
T
・

サ
ロ
モ
ン
・
ス
バ
ル
カ
ッ
プ

　
ジ
ュ
ニ
ア
G
S
L
大
会

▼
期
縫
　
3
月
即
段
（
t
》

▼
時
間
　
午
離
8
購
～
午
後
3
特

▼
会
場
　
松
之
撫
温
東
ス
キ
ー
場

▼
種
目
　
大
懸
転

▼
参
撫
資
格
　
①
小
学
盤
A
（
6
年
）

　
鍔
子
・
女
子
　
2
小
学
生
B
（
4

　
～
5
年
）
勇
郭
・
女
子
【
小
学
生

　
3
郊
生
以
下
は
、
所
罵
長
の
推
薦

　
が
あ
れ
ば
出
場
で
き
ま
す
】

　もうすぐ春です。平成！！葎度も松之出購公災館では

楽しい教室・講整をたくさん爾愈しました。

　「自磁に鰯姓を生かしてトライ！3を合い書葉に、皆

さんお誘い合わせのうえご参繍ください。

　
③
中
学
焦
（
i
～
3
年
）
鍵
子
・

　
女
予

☆
定
鰻
3
0
0
名
に
な
り
次
第
に
締

　
め
切
り
ま
す
．

▼
申
込
期
賑
　
3
月
9
日
（
火
）

▼
癖
込
み
・
連
絡
先
　
町
公
民
館

　
鶯
6
－
2
2
6
5

▼
参
加
料
　
1
、
0
0
0
円

▼
表
彰
　
各
維
共
i
～
6
位
ま
で

鷹
藤
皿
圏

　
ス
キ
！
シ
ー
ズ
、
ノ
の
フ
ィ
ナ
…
レ

を
飾
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な

で
参
加
し
よ
う
．

▼
会
場

▼
内
容

ゆとりくん

平成難隼度　松之山町公民館

　　教　室・講座紹介

時松
之
磁
濫
泉
ス
キ
ー
場

味
の
屡
ム
村
、
バ
、
ノ
ド
演

奏
、
ピ
エ
ロ
シ
ョ
ー
、
ゲ

…
ム
大
会
、
も
ち
つ
き
大

会
、
君
瀬
、
豚
汁
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
な
ど

▼
漁
衣
魏
膨
　
各
繍
騨
共
－
～
3
位
（
小

　
　
　
学
t
は
6
位
ま
で
）

▼
参
撫
料
　
玉
、
0
0
0
円

▼
締
切
a
　
3
月
播
鷺
（
月
）
必
蒲

▼
串
込
み
・
連
絡
先

　
松
之
由
ス
キ
…
協
会
箏
務
局

　
　
　
　
　
　
　
脅
6
－
2
5
2
門
b

一－………

ー
｛
㎜

一
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認

…
第
招
回
松
之
山
温
泉

㎜
ク
瓜
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

fO

▼
期
檬

▼
時
間

警1羽

午3
醗月
玉028
時1ヨ
3（）＿

分1ヨ
～）
午
後

3

第
給
回

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
カ
ッ
プ

　
今
シ
ー
ズ
〆
販
後
の
ス
キ
…
大
会

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

▼
期
繍

▼
隣
間

▼
会
場

▼
種
欝

懲然体験教窒
松之由町の自然に学ぼう。
（小中学癒と親）

現代おやじ学講座
；チ供と・一…緒に活動しよう、、

（小学生までの華供の親）

成人実溺講座
癒活にうるおいを持ちましょうひ
（40、65歳くらいの方）

湯鳥大学
楽しく人盤を送りましょう，，

（65歳以．Lの扮

女姓ネットワーク
女牲ヰ）しく学びましょう。
（女性1

パソコン教室
基磯手支術を学びましょう、、
（一＾般）

盤け花教窯
葦鶉肇多1韓を楽しく盤三志ナよう，，

（…般）

朗読教室
　　　　　　　　　　　　穫
朗読による表現を楽しもう，，

（紺人l　　！
エアロビクス教室

さわやかに汗をかこう。

（子供試人）　　　4

陶芸教蜜
土練りから自分の作品を段、上

げてみよう“一般）

英会話教室
補心者の方を対象に簡単な翅
常会話を学んで英語に慣れよ
う，、←一般1

○

　　、ロ1しもつ，二、

琴“1
3
月
2
8
繕
（
鑓
）

午
前
8
隣
か
ら
午
後
3
時

松
之
山
混
衆
ス
キ
ー
場

ジ
ャ
イ
ア
、
ノ
ト
ス
ラ
欝
：

ム
（
2
奉
㈱
）

，
調
㎜

㎜
墜
難
、
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳

▼
朗
a

▼
晴
騰

▼
会
場

4
月
娼
欝
（
漏
）

午
麟
8
時
3
0
分

大
厳
ぎ
渦
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
業
コ
…
ス

▼
種
豫

　
①
小
学
生
5
薙
（
男
罫
・
女
子
）

　
砂
4
算
盗
6
葎
（
男
許
・
女
子
）

　
禎
幸
学
生
1
年
（
磐
曇
・
女
子
）

　
韓
樗
学
生
2
・
3
葎
（
男
字
．
女

　
ヂ
）
⑰
少
葎
男
子
茎
～
3
年
⑥
成

　
年
勇
子
⑦
少
年
・
成
年
女
到

　
（
1
9
9
9
年
4
月
2
黛
現
薮
の

　
年
齢
・
学
年
と
す
る
）

▼
頃
込
期
鐵
　
4
月
7
獄
（
水
）

　
　
　
　
　
　
正
午
必
藩

▼
串
込
み
・
連
絡
先
　
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
僧
6
－
2
2
6
5

▼
参
擁
料
　
1
、
0
0
0
円

▼
表
彰
昏
組
共
－
～
3
に
ト
欝

　
フ
で
…
、
ま
た
ー
～
6
位
ま
で
に

　
賞
状
と
簡
凝

㌦潜’毒

撚

　
二
月
六
β
・
七
臼
に
、
第
囲
十
九
鍛
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
が
、
温
泉
ス

キ
ー
場
と
町
観
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
闘
催
さ
れ
ま
し
た
ゆ

　
参
撫
し
た
選
手
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
二
否
六
十
人
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
…

競
技
で
簸
頁
七
人
の
合
わ
せ
て
五
薫
六
十
七
人
の
選
手
が
、
礒
畷
の
練
蟹
の
成

累
を
出
し
尽
く
し
ま
し
た

　
当
臼
は
、
購
天
に
恵
ま
れ
、
し
か
も
新
雪
が
踏
み
圃
め
ら
れ
、
気
温
も
低
く
、

ス
キ
…
競
技
に
は
叢
高
の
状
態
の
中
、
競
技
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

桝
ア
ル
ペ
ン
・
大
園
転
嗣

▼
小
掌
生
男
子
A
ハ
穴
卑
生
Y
縫
醗

部
晋
藷
（
瓢
井
R
＄
c
）
②
桑
原
玄

規
（
グ
リ
ー
、
ノ
ピ
ア
S
C
）
③
高
橋

友
浩
（
松
里
小
）
④
藤
木
直
人
（
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
S
C
〉
⑤
内
山
元
気

く
グ
リ
ー
ン
ビ
ア
S
C
）
⑥
桑
原
灘

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ア
S
C
）
▼
小
拳
校

男
子
呂
ハ
五
隼
猛
以
下
）
①
葛
橋
範

行
（
松
里
小
）
②
撫
燐
雄
太
（
来
広

J
R
C
）
③
笹
川
、
蹴
太
（
轟
紺
A
J
）

鋤
壷
下
驚
獄
（
関
山
小
）
⑤
金
沢
釦

広
（
水
沢
R
C
V
⑥
奉
閣
秘
憲
（
新

井
R
S
C
）
▼
小
学
生
女
子
A
（
六

隼
生
）
①
長
谷
川
絵
葵
（
土
樽
J
R
）

②
佐
藤
智
穂
（
松
里
小
）
③
石
橋
慮

繍
（
津
南
J
R
C
）
④
鈴
木
久
代
（
松

代
小
）
⑤
大
久
保
綾
（
関
ぬ
小
）
⑥

筆
野
絵
禦
奈
（
嵩
霞
A
J
）
▼
小
学

生
女
子
8
（
五
隼
生
以
下
）
①
金
子

あ
ゆ
み
（
駕
環
J
S
C
）
②
新
保
優

　
（
川
澱
」
＄
C
）
③
藤
木
符
夢
（
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
S
C
）
④
長
谷
郷
糠

　
（
薪
井
R
S
C
）
⑤
高
橋
亜
季
ハ
松

墨
小
）
⑥
小
池
史
穂
美
ハ
㈹
細
A
J
）

▼
単
学
生
男
子
①
魚
罫
健
太
（
駕
環

J
s
c
）
　
髄
P
薩
秀
（
松
之
慮
中
〉

③
桑
原
祐
太
（
グ
リ
…
・
、
ー
ビ
ア
S

C
）
鶴
鵜
谷
硲
太
（
ゲ
リ
ー
ン
ピ
ア

s
C
）
餐
小
池
隣
ド
（
城
繭
中
）
⑤

荊
川
陽
平
（
新
井
獄
S
t
）
▼
中
学

盗
女
子
①
樋
q
知
香
子
（
松
之
山
中
）

②
五
十
嵐
麻
美
（
川
嶽
J
S
C
）
③

照
辺
雪
絵
（
松
之
出
中
）
④
秋
由
興

愛
〈
安
塚
J
R
C
）
㊨
小
出
奈
緒
子

（
松
之
撮
中
〉
⑥
小
野
塚
舞
衣
（
潭

繭
中
）
▼
臨
校
生
舅
子
①
猪
俣
光
弘

（
松
之
山
窩
校
）
②
佐
藤
太
斑
（
松

之
出
篤
校
）
▼
嵩
校
・
成
隼
女
子
①

津
端
理
英
（
松
之
山
高
校
）
②
稲
潭

香
織
〈
安
塚
蔑
校
）
③
高
沢
喬
子

　
（
松
之
山
高
校
）
▼
成
無
男
子
｝
部

①
清
水
蕉
和
（
長
野
デ
フ
S
C
）
②

岡
野
敏
之
（
鹿
島
）
③
萌
醗
秀
憩
（
鹿

島
）
▼
成
隼
男
子
二
部
①
中
山
嚢
湖

　
（
モ
ン
ス
タ
ー
R
C
〉
②
営
綺
晃
久

　
（
桑
名
廻
レ
ー
シ
ン
グ
）
③
市
来
代

喪
久
（
チ
…
ム
シ
ー
ハ
イ
ル
）
▼
成

隼
男
子
三
部
①
醤
由
好
文
（
U
S
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
）
②
．
翫
井
縫
雄
ハ
萩
潟

F
s
c
）
き
栗
原
清
濡
（
み
る
く
ば

ん
）門

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
酬

▽
小
掌
生
男
子
A
（
六
隼
生
）
①
討

由
健
、
享
｛
津
幽
J
R
C
）
、
、
伺
蘇
穣
涜

鷺
那
（
灘
幽
」
貧
C
）
③
小
堺
総
司

（
松
代
驚
ク
ロ
カ
ン
」
民
）
㊧
志
賀

．
難
太
（
緯
繭
」
建
C
）
③
井
お
寿
法

（
牧
小
）
⑥
藤
麺
太
気
（
網
山
小
）

▼
小
学
生
男
子
8
ハ
五
無
盆
以
下
）

＆
相
浦
直
貴
く
関
廓
小
）
②
斉
木
俊

明
（
醐
山
小
）
③
渡
辺
光
（
岡
沢
R

c
）
4
中
鶴
雄
嚢
（
牧
小
）

櫓
沢

達
惚
（
松
之
出
小
）
⑥
窟
下
櫨
樹
（
網

由
小
）
▽
小
学
生
女
子
A
ハ
六
鐸
生
）

①
飯
塚
さ
や
か
〈
関
由
小
）
②
小
野

鵬
寛
子
（
松
代
町
ク
ロ
カ
ン
J
R
）

③
横
尾
愛
（
牧
小
）
④
丸
由
彩
苧
（
外

丸
S
C
）
⑤
藤
ノ
木
貴
挙
（
潭
南
J

R
C
）
⑥
設
楽
彩
子
（
松
之
山
小
）

▼
小
学
生
女
子
β
（
五
隼
生
以
下
）

①
笹
規
未
央
（
関
山
小
）
②
山
岸
真

里
子
（
松
之
山
小
）
③
加
藤
麻
代
（
関

山
小
）
④
窟
嫡
ち
ひ
ろ
（
関
山
小
）

⑤
志
賀
理
恵
子
（
津
繭
J
R
C
）
⑥

関
嶽
千
轟
（
関
山
小
）
▼
中
学
生
男

子
①
小
堺
直
人
（
松
代
中
）
②
斎
藤

雄
治
（
松
代
中
）
③
関
谷
頽
樹
（
松

代
中
）
④
松
浦
雅
浩
（
安
塚
中
）
⑤

佐
藤
俊
之
（
松
之
山
中
〉
⑥
涌
井
堂

ー

畿
　
　
　
　
融

介
（
漂
繭
j
R
C
）
▼
中
学
生
女
子

轍
潤
釜
奮
希
（
松
代
中
）
轡
関
谷
智

美
（
松
代
中
〉
③
恩
獣
紗
耶
香
（
灘

繭
J
R
C
）
④
北
繕
美
樹
（
灘
幽
J

R
C
）
⑤
板
壇
恵
理
（
中
郷
中
）
⑥

著
月
ゆ
か
り
（
松
代
中
）

【
リ
レ
↓

▼
小
掌
生
男
子
リ
レ
ー
①
津
南
J
R

C
・
A
②
関
山
小
A
③
牧
小

▼
小
学
生
女
子
リ
レ
蒙
①
関
山
小
A

②
松
之
山
小
A
③
関
山
小
B

▼
串
学
生
男
子
リ
レ
ー
①
松
代
中
A

②
津
南
J
R
C
・
A
③
安
塚
中

▼
中
学
生
女
子
リ
レ
ー
①
松
代
中
②

津
南
J
R
C
A
③
安
塚
中

欝

”
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ジ
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大
会

▼
期
縫
　
3
月
即
段
（
t
》

▼
時
間
　
午
離
8
購
～
午
後
3
特

▼
会
場
　
松
之
撫
温
東
ス
キ
ー
場

▼
種
目
　
大
懸
転

▼
参
撫
資
格
　
①
小
学
盤
A
（
6
年
）

　
鍔
子
・
女
子
　
2
小
学
生
B
（
4

　
～
5
年
）
勇
郭
・
女
子
【
小
学
生

　
3
郊
生
以
下
は
、
所
罵
長
の
推
薦

　
が
あ
れ
ば
出
場
で
き
ま
す
】

　もうすぐ春です。平成！！葎度も松之出購公災館では

楽しい教室・講整をたくさん爾愈しました。

　「自磁に鰯姓を生かしてトライ！3を合い書葉に、皆

さんお誘い合わせのうえご参繍ください。

　
③
中
学
焦
（
i
～
3
年
）
鍵
子
・

　
女
予

☆
定
鰻
3
0
0
名
に
な
り
次
第
に
締

　
め
切
り
ま
す
．

▼
申
込
期
賑
　
3
月
9
日
（
火
）

▼
癖
込
み
・
連
絡
先
　
町
公
民
館

　
鶯
6
－
2
2
6
5

▼
参
加
料
　
1
、
0
0
0
円

▼
表
彰
　
各
維
共
i
～
6
位
ま
で

鷹
藤
皿
圏

　
ス
キ
！
シ
ー
ズ
、
ノ
の
フ
ィ
ナ
…
レ

を
飾
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
み
ん
な

で
参
加
し
よ
う
．

▼
会
場

▼
内
容

ゆとりくん

平成難隼度　松之山町公民館

　　教　室・講座紹介

時松
之
磁
濫
泉
ス
キ
ー
場

味
の
屡
ム
村
、
バ
、
ノ
ド
演

奏
、
ピ
エ
ロ
シ
ョ
ー
、
ゲ

…
ム
大
会
、
も
ち
つ
き
大

会
、
君
瀬
、
豚
汁
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
な
ど

▼
漁
衣
魏
膨
　
各
繍
騨
共
－
～
3
位
（
小

　
　
　
学
t
は
6
位
ま
で
）

▼
参
撫
料
　
玉
、
0
0
0
円

▼
締
切
a
　
3
月
播
鷺
（
月
）
必
蒲

▼
串
込
み
・
連
絡
先

　
松
之
由
ス
キ
…
協
会
箏
務
局

　
　
　
　
　
　
　
脅
6
－
2
5
2
門
b

一－………

ー
｛
㎜

一
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認

…
第
招
回
松
之
山
温
泉

㎜
ク
瓜
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

fO

▼
期
檬

▼
時
間

警1羽

午3
醗月
玉028
時1ヨ
3（）＿

分1ヨ
～）
午
後

3

第
給
回

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
カ
ッ
プ

　
今
シ
ー
ズ
〆
販
後
の
ス
キ
…
大
会

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
．

▼
期
繍

▼
隣
間

▼
会
場

▼
種
欝

懲然体験教窒
松之由町の自然に学ぼう。
（小中学癒と親）

現代おやじ学講座
；チ供と・一…緒に活動しよう、、

（小学生までの華供の親）

成人実溺講座
癒活にうるおいを持ちましょうひ
（40、65歳くらいの方）

湯鳥大学
楽しく人盤を送りましょう，，

（65歳以．Lの扮

女姓ネットワーク
女牲ヰ）しく学びましょう。
（女性1

パソコン教室
基磯手支術を学びましょう、、
（一＾般）

盤け花教窯
葦鶉肇多1韓を楽しく盤三志ナよう，，

（…般）

朗読教室
　　　　　　　　　　　　穫
朗読による表現を楽しもう，，

（紺人l　　！
エアロビクス教室

さわやかに汗をかこう。

（子供試人）　　　4

陶芸教蜜
土練りから自分の作品を段、上

げてみよう“一般）

英会話教室
補心者の方を対象に簡単な翅
常会話を学んで英語に慣れよ
う，、←一般1

○

　　、ロ1しもつ，二、

琴“1
3
月
2
8
繕
（
鑓
）

午
前
8
隣
か
ら
午
後
3
時

松
之
山
混
衆
ス
キ
ー
場

ジ
ャ
イ
ア
、
ノ
ト
ス
ラ
欝
：

ム
（
2
奉
㈱
）

，
調
㎜

㎜
墜
難
、
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳

▼
朗
a

▼
晴
騰

▼
会
場

4
月
娼
欝
（
漏
）

午
麟
8
時
3
0
分

大
厳
ぎ
渦
原
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
業
コ
…
ス

▼
種
豫

　
①
小
学
生
5
薙
（
男
罫
・
女
子
）

　
砂
4
算
盗
6
葎
（
男
許
・
女
子
）

　
禎
幸
学
生
1
年
（
磐
曇
・
女
子
）

　
韓
樗
学
生
2
・
3
葎
（
男
字
．
女

　
ヂ
）
⑰
少
葎
男
子
茎
～
3
年
⑥
成

　
年
勇
子
⑦
少
年
・
成
年
女
到

　
（
1
9
9
9
年
4
月
2
黛
現
薮
の

　
年
齢
・
学
年
と
す
る
）

▼
頃
込
期
鐵
　
4
月
7
獄
（
水
）

　
　
　
　
　
　
正
午
必
藩

▼
串
込
み
・
連
絡
先
　
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
僧
6
－
2
2
6
5

▼
参
擁
料
　
1
、
0
0
0
円

▼
表
彰
昏
組
共
－
～
3
に
ト
欝

　
フ
で
…
、
ま
た
ー
～
6
位
ま
で
に

　
賞
状
と
簡
凝

㌦潜’毒

撚

　
二
月
六
β
・
七
臼
に
、
第
囲
十
九
鍛
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
が
、
温
泉
ス

キ
ー
場
と
町
観
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
闘
催
さ
れ
ま
し
た
ゆ

　
参
撫
し
た
選
手
は
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
二
否
六
十
人
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
…

競
技
で
簸
頁
七
人
の
合
わ
せ
て
五
薫
六
十
七
人
の
選
手
が
、
礒
畷
の
練
蟹
の
成

累
を
出
し
尽
く
し
ま
し
た

　
当
臼
は
、
購
天
に
恵
ま
れ
、
し
か
も
新
雪
が
踏
み
圃
め
ら
れ
、
気
温
も
低
く
、

ス
キ
…
競
技
に
は
叢
高
の
状
態
の
中
、
競
技
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

桝
ア
ル
ペ
ン
・
大
園
転
嗣

▼
小
掌
生
男
子
A
ハ
穴
卑
生
Y
縫
醗

部
晋
藷
（
瓢
井
R
＄
c
）
②
桑
原
玄

規
（
グ
リ
ー
、
ノ
ピ
ア
S
C
）
③
高
橋

友
浩
（
松
里
小
）
④
藤
木
直
人
（
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
S
C
〉
⑤
内
山
元
気

く
グ
リ
ー
ン
ビ
ア
S
C
）
⑥
桑
原
灘

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ア
S
C
）
▼
小
拳
校

男
子
呂
ハ
五
隼
猛
以
下
）
①
葛
橋
範

行
（
松
里
小
）
②
撫
燐
雄
太
（
来
広

J
R
C
）
③
笹
川
、
蹴
太
（
轟
紺
A
J
）

鋤
壷
下
驚
獄
（
関
山
小
）
⑤
金
沢
釦

広
（
水
沢
R
C
V
⑥
奉
閣
秘
憲
（
新

井
R
S
C
）
▼
小
学
生
女
子
A
（
六

隼
生
）
①
長
谷
川
絵
葵
（
土
樽
J
R
）

②
佐
藤
智
穂
（
松
里
小
）
③
石
橋
慮

繍
（
津
南
J
R
C
）
④
鈴
木
久
代
（
松

代
小
）
⑤
大
久
保
綾
（
関
ぬ
小
）
⑥

筆
野
絵
禦
奈
（
嵩
霞
A
J
）
▼
小
学

生
女
子
8
（
五
隼
生
以
下
）
①
金
子

あ
ゆ
み
（
駕
環
J
S
C
）
②
新
保
優

　
（
川
澱
」
＄
C
）
③
藤
木
符
夢
（
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
S
C
）
④
長
谷
郷
糠

　
（
薪
井
R
S
C
）
⑤
高
橋
亜
季
ハ
松

墨
小
）
⑥
小
池
史
穂
美
ハ
㈹
細
A
J
）

▼
単
学
生
男
子
①
魚
罫
健
太
（
駕
環

J
s
c
）
　
髄
P
薩
秀
（
松
之
慮
中
〉

③
桑
原
祐
太
（
グ
リ
…
・
、
ー
ビ
ア
S

C
）
鶴
鵜
谷
硲
太
（
ゲ
リ
ー
ン
ピ
ア

s
C
）
餐
小
池
隣
ド
（
城
繭
中
）
⑤

荊
川
陽
平
（
新
井
獄
S
t
）
▼
中
学

盗
女
子
①
樋
q
知
香
子
（
松
之
山
中
）

②
五
十
嵐
麻
美
（
川
嶽
J
S
C
）
③

照
辺
雪
絵
（
松
之
出
中
）
④
秋
由
興

愛
〈
安
塚
J
R
C
）
㊨
小
出
奈
緒
子

（
松
之
撮
中
〉
⑥
小
野
塚
舞
衣
（
潭

繭
中
）
▼
臨
校
生
舅
子
①
猪
俣
光
弘

（
松
之
山
窩
校
）
②
佐
藤
太
斑
（
松

之
出
篤
校
）
▼
嵩
校
・
成
隼
女
子
①

津
端
理
英
（
松
之
山
高
校
）
②
稲
潭

香
織
〈
安
塚
蔑
校
）
③
高
沢
喬
子

　
（
松
之
山
高
校
）
▼
成
無
男
子
｝
部

①
清
水
蕉
和
（
長
野
デ
フ
S
C
）
②

岡
野
敏
之
（
鹿
島
）
③
萌
醗
秀
憩
（
鹿

島
）
▼
成
隼
男
子
二
部
①
中
山
嚢
湖

　
（
モ
ン
ス
タ
ー
R
C
〉
②
営
綺
晃
久

　
（
桑
名
廻
レ
ー
シ
ン
グ
）
③
市
来
代

喪
久
（
チ
…
ム
シ
ー
ハ
イ
ル
）
▼
成

隼
男
子
三
部
①
醤
由
好
文
（
U
S
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
）
②
．
翫
井
縫
雄
ハ
萩
潟

F
s
c
）
き
栗
原
清
濡
（
み
る
く
ば

ん
）門

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
酬

▽
小
掌
生
男
子
A
（
六
隼
生
）
①
討

由
健
、
享
｛
津
幽
J
R
C
）
、
、
伺
蘇
穣
涜

鷺
那
（
灘
幽
」
貧
C
）
③
小
堺
総
司

（
松
代
驚
ク
ロ
カ
ン
」
民
）
㊧
志
賀

．
難
太
（
緯
繭
」
建
C
）
③
井
お
寿
法

（
牧
小
）
⑥
藤
麺
太
気
（
網
山
小
）

▼
小
学
生
男
子
8
ハ
五
無
盆
以
下
）

＆
相
浦
直
貴
く
関
廓
小
）
②
斉
木
俊

明
（
醐
山
小
）
③
渡
辺
光
（
岡
沢
R

c
）
4
中
鶴
雄
嚢
（
牧
小
）

櫓
沢

達
惚
（
松
之
出
小
）
⑥
窟
下
櫨
樹
（
網

由
小
）
▽
小
学
生
女
子
A
ハ
六
鐸
生
）

①
飯
塚
さ
や
か
〈
関
由
小
）
②
小
野

鵬
寛
子
（
松
代
町
ク
ロ
カ
ン
J
R
）

③
横
尾
愛
（
牧
小
）
④
丸
由
彩
苧
（
外

丸
S
C
）
⑤
藤
ノ
木
貴
挙
（
潭
南
J

R
C
）
⑥
設
楽
彩
子
（
松
之
山
小
）

▼
小
学
生
女
子
β
（
五
隼
生
以
下
）

①
笹
規
未
央
（
関
山
小
）
②
山
岸
真

里
子
（
松
之
山
小
）
③
加
藤
麻
代
（
関

山
小
）
④
窟
嫡
ち
ひ
ろ
（
関
山
小
）

⑤
志
賀
理
恵
子
（
津
繭
J
R
C
）
⑥

関
嶽
千
轟
（
関
山
小
）
▼
中
学
生
男

子
①
小
堺
直
人
（
松
代
中
）
②
斎
藤

雄
治
（
松
代
中
）
③
関
谷
頽
樹
（
松

代
中
）
④
松
浦
雅
浩
（
安
塚
中
）
⑤

佐
藤
俊
之
（
松
之
山
中
〉
⑥
涌
井
堂

ー

畿
　
　
　
　
融

介
（
漂
繭
j
R
C
）
▼
中
学
生
女
子

轍
潤
釜
奮
希
（
松
代
中
）
轡
関
谷
智

美
（
松
代
中
〉
③
恩
獣
紗
耶
香
（
灘

繭
J
R
C
）
④
北
繕
美
樹
（
灘
幽
J

R
C
）
⑤
板
壇
恵
理
（
中
郷
中
）
⑥

著
月
ゆ
か
り
（
松
代
中
）

【
リ
レ
↓

▼
小
掌
生
男
子
リ
レ
ー
①
津
南
J
R

C
・
A
②
関
山
小
A
③
牧
小

▼
小
学
生
女
子
リ
レ
蒙
①
関
山
小
A

②
松
之
山
小
A
③
関
山
小
B

▼
串
学
生
男
子
リ
レ
ー
①
松
代
中
A

②
津
南
J
R
C
・
A
③
安
塚
中

▼
中
学
生
女
子
リ
レ
ー
①
松
代
中
②

津
南
J
R
C
A
③
安
塚
中

欝

”



1
創
o
り
⑩
1

お知らせ

松之山町役場　費6－3131

就
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

年
金
手
帳
を
就
職
先
へ

　
提
燦
し
て
く
だ
さ
い

　
す
で
に
葎
金
手
綴
（
豪
た
は
基
礎

年
金
番
暑
通
知
書
）
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
が
就
職
し
た
と
き
は
、
年
金
手

帳
を
就
職
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
蕊
牽
歳
以
上
の
人
は
葎
金
手
帳
を

お
持
ち
で
す
）

　
就
職
や
転
職
に
よ
り
、
國
最
年
金

か
ら
摩
盆
年
金
や
粟
済
組
念
へ
移
っ

た
場
合
な
ど
、
撫
入
す
る
年
金
髄
度
“

が
変
わ
っ
て
も
、
鋼
じ
基
礎
年
金
番

得
で
那
入
し
ま
す
。

　
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
基

礎
年
金
番
弩
は
、
生
涯
を
通
し
て
使

期
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
縦
は
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
来
満

の
醍
偶
壱
を
扶
養
し
て
い
る
と
き
は
、

配
鵜
潔
の
第
、
、
｝
簿
保
険
書
の
屑
出
も

必
要
で
す
。
忠
れ
ず
に
圏
擬
葬
金
撫

当
窓
口
に
届
鳩
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
は
上
越
地
方
で

　
地
域
の
悪
馬
健
進
と
若
轡
の
定
蒼

の
た
め
、
東
塩
で
「
U
・
i
タ
ー
ン

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
㎏
を
闘
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ゆ
に
、
地
元
の
就
職
を

霜
望
さ
れ
る
家
族
や
知
人
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
参
湘
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
相
炎
は
無
料
で
す
。

繊
時
4
月
絡
・
貸
田
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歯の健康Q＆Aコーナー

Q　幽まない、飲み込めない子供が増えていると闘きました

が、よ砂よいお口の働きを育てるには、どのような点に注意

したらよいでしょうカ㌔

A　貌晃期に授乳議が少なかった子は、小学盈になっても食

欲がなく、食事が早かった玲遅かったりします。また、人工

ほ乳の子には、嘘みにくい食べ物を口から繍す傾両にあ琴、

離乳期に食欲が少なかった子は、食事中に水分をとりすぎた

翰、片鍵で鞠む傾両にあります。

　簸近の子供、特に偏食のある子の食事は、食べやすく、飲

み込みやすい食品にかたよっています。口の働きを青てるに

は、通常のご飯や、野菜、肉、魚など繊維質のある食品を、

ある程度倉んでいることが望ましく、これら」）食最を鷺に詰

め込まず、奥醗でゆっくむ㈱んで食べることが重要です。

　食事中にお茶や水をひかえると噸む醸数が増え、爾方の輿

歯を交互に使って鞠み、嘘液もよく鐵るようになります。こ

うして顎の筋肉や顎問接が育つと顎の動きもなめちかにな参

何でも食べられるようになります，

　幼箆期、学童期は、お口の働きが育つ大切な時朗です．食

盆活だけでなく、健康で規則的な鷹活リズムを身につけるこ

とが大切です。

新潟県鹸科鷹師会

地域振興券の手続はお早めに

　地械振興券は、全ての該当者に対して

3月17ξヨに藝9達疑玉録郵｛更によ吟郵タ菱されます簿

①　焉歳以下の子供のいる挺帯奮の方は、受領後、同封の地域振興券引

替串講券を運送してください鼻

②65歳以上等に該当している方で、送醤済みの地域振興券交付串講轡

の手続が、お済みでない方は、攣めに逗儒用封筒紅よ鯵返送ください，

お聡い合せは
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Q　幽まない、飲み込めない子供が増えていると闘きました

が、よ砂よいお口の働きを育てるには、どのような点に注意

したらよいでしょうカ㌔

A　貌晃期に授乳議が少なかった子は、小学盈になっても食

欲がなく、食事が早かった玲遅かったりします。また、人工

ほ乳の子には、嘘みにくい食べ物を口から繍す傾両にあ琴、

離乳期に食欲が少なかった子は、食事中に水分をとりすぎた

翰、片鍵で鞠む傾両にあります。

　簸近の子供、特に偏食のある子の食事は、食べやすく、飲

み込みやすい食品にかたよっています。口の働きを青てるに

は、通常のご飯や、野菜、肉、魚など繊維質のある食品を、

ある程度倉んでいることが望ましく、これら」）食最を鷺に詰

め込まず、奥醗でゆっくむ㈱んで食べることが重要です。

　食事中にお茶や水をひかえると噸む醸数が増え、爾方の輿

歯を交互に使って鞠み、嘘液もよく鐵るようになります。こ

うして顎の筋肉や顎問接が育つと顎の動きもなめちかにな参

何でも食べられるようになります，

　幼箆期、学童期は、お口の働きが育つ大切な時朗です．食

盆活だけでなく、健康で規則的な鷹活リズムを身につけるこ

とが大切です。
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地域振興券の手続はお早めに

　地械振興券は、全ての該当者に対して

3月17ξヨに藝9達疑玉録郵｛更によ吟郵タ菱されます簿

①　焉歳以下の子供のいる挺帯奮の方は、受領後、同封の地域振興券引

替串講券を運送してください鼻

②65歳以上等に該当している方で、送醤済みの地域振興券交付串講轡
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1

え・うちのおかあさん圃圏回團
おくやみ（菟¢〉

相澤　センさん70歳水梨（坂　中）

榊　　蜜江さん　65歳　松　資（横　沢）

涌井源作さん80歳五十子平（小坂1

橿原まり子さん49歳湯　本（十一屋）

小野塚マツノさん66歳　東用（大和屋）

蕎澤寅治さん93歳大荒戸（中　道）

＊2拷1霞から2月認露までの縄出分です．

＊広報に載せてほしくない方は、雇慮の時

に窓口にお話ください。

ふくはらかすみちゃん

　　松臼（保屋〉

　お母さんがお花畑を晃ているところを描きました。

お母さんの欝意な料理はスパゲッティです。巖近では

うどんが美殊しカ、ったです。

　いつもおいしい料理を作ってくれるお母さんが大

好きです。

◇3月鴇日～4月9βの予定

i4段　モーグル選手権大会

27類　ジュニアアルペン大会

28沼　松之山温泉スキーカーニバ

　　　ルフェニックスアルペン

　　　大会

◇2月の出来事

7麟　松之由スキー競技大会

13貝　越後松之由豪雲塾

2！鶏　松里地匡雲上運動会

28欝松之山地鍵薦．L運動会

　　　浦磁地区雪上運動会

　　　⑳◎㊥⑧

　　　　　　　　　3鴛肩1ヨ境在

　　総人爲　3，3難人〈…4）

　　　　男　王，6掲人（…2〉

　　　　女三．695人（…2）

　　徴帯数　1．捻3芦（・艦D

　　（）内は崩弩との比較

町民憲章，、露事ゼ、5，3年7r輩鐸鉾∫建

　わたしたちは松、之由町民です．郷土を愛し

みんなでよりよい町づくりをしよう．

町民の合爵葉

　玉、美しい緑と零の串で

　　　心駿かな人になろう

　1、ブナの構が触れ合うように

　　　達体の心をもとう

　｝、湧きいづる湯泉のように

　　　劇造のねを窩めよう

参
β
記
よ
り

　
「
築
い
」
は
、
ど
ん
な
高
い
薬
よ
り

効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
リ
ウ
マ
チ

な
ど
の
痛
み
も
、
笑
う
こ
と
に
よ
っ

て
頼
ら
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
柔
軟
な
発

想
も
笑
い
の
あ
る
魔
境
に
よ
っ
て
盤

ま
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
人
を
楽

し
ま
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
人
問

関
係
を
円
滑
に
し
、
釘
事
に
も
積
極

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

譲
本
人
は
、
「
勤
勉
、
努
力
、
根
牲
扁
と

い
う
　
葉
が
好
き
で
す
が
、
外
醜
で

は
、
「
気
楽
に
行
こ
う
よ
擁
と
か
「
問

題
な
い
よ
鳳
と
い
う
．
一
．
㎜
葉
が
よ
く
綾

わ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
蒔
代
だ
か
ら
こ

そ
、
肩
の
ヵ
を
抜
い
て
楽
観
的
に
焦

き
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
．
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温泉定休日
蓼 1温馳ンタイ翠の湯

3月 4・稲・唾8・篇冬期休業

4月夢ガ515・30

駄
・1’1

ト
く
ド響難湯
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新しい人生ヘガンバルぞ

　　　　　　　　　3／3松高卒業式


